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（論文審査の要旨） 






























チン・ペルオキシダーゼ複合体（ABC complex）を biocytin のビオチン部分に結合させ、DAB
（diaminobenzidine tetrahydrochloride）で発色する方法、蛍光色素でラベルしたアビジン  
（主査が記載）  
で処理したのち蛍光顕微鏡で観察する方法などが用いられている。本研究では、蛍光色素




１． 樹状突起の明示により得られると予想される結果は何か。  
(二光子励起顕微鏡システムと高倍率の対物レンズ（16 倍または 40 倍）を用いれば、記録中で





２．half duration に影響を与える因子は何か。 
 (本研究では、グルタミン酸刺激により誘発される脱分極応答の half duration が生後 2~5 日齢
と比較して生後 9~12 日齢で有意に減少した。この生後発育に伴う脱分極応答の half duration
の減少には、グルタミン酸受容体数の減少やグルタミン酸受容体を構成するサブユニットの変
化、樹状突起の受動的・能動的性質の変化が関与する可能性が考えられる。) 











主査 明治委員の質問とそれらに対する回答：  
１． 生後２−５日齢と９−１２日齢における応答の違いは何に起因するのか。 
(反応性の違いには以下の３つの可能性があると考えられる、１、MNDA 受容体の発現量等の変化
という神経細胞の機能的変化、２、神経細胞には２つの種類があり、経時的にその細胞数の割合
が変化してくる可能性、３、神経細胞周囲の環境変化に伴う細胞機能や細胞数の変化。本研究で
は明らかにされていないが、今後解析するべき研究項目であると考える。) 
主査の明治委員は、両副査の質問に対する回答の妥当性を確認するとともに、本論文の主張を
さらに確認するために上記の質問をしたところ、明確かつ適切な回答が得られた。 
以上の審査結果から、本論文を博士（歯学）の学位授与に値するものと判断した。  
（主査が記載） 
